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結果のまとめ

施設名

調査実施日 GOI 8

調査担当者 フィデリティ 94

GOI (一般組織指標) 9 （10項目中）

JIPS-25 合計得点 項目平均

スタッフ配置 11 （最高15点） 3.7

組織 31 （最高40点） 3.9

サービス 64 （最高70点） 4.6

JIPS-25 全体 106 （最高125点） 4.0

あすなろ

2015年11月25日

山口・種田

昨年度の得点



General Organisation Index (GOI)

項目 評価

G1. IPS型就労支援８つの原則の周知 〇
G2. リカバリー志向、ストレングス志向であることを含んだ明文

化された理念 〇

G3. IPSを必要としている対象にサービスが行われている 〇
G4. ESの就労支援業務への専従性 〇
G5. ケアマネージャーの生活支援業務への専従性 〇
G6. 利用者について個別の支援記録 〇
G7. アウトカムモニタリングの実施 〇
G8. フィデリティ調査の実施 〇
G9. 研修体制 〇
G10. 個別就労支援のプログラムアシスタント ×



スタッフ配置と組織
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I-1：ｽﾀｯﾌ：ケースロードの大きさ

I-2：ｽﾀｯﾌ：ESと就労支援時間

I-3：ｽﾀｯﾌ：ESとｻｰﾋﾞｽ内容

Ⅱ-1：組織：精神保健支援と就労

支援の統合（組織構造）

Ⅱ-2：組織：精神保健支援と就労

支援の統合（連携の質）

Ⅱ-3：組織：ESとVRの連携の質Ⅱ-4：組織：就労支援ユニット

Ⅱ-5：組織：スーパーバイザーの

役割

Ⅱ-6：組織：除外基準なし

Ⅱ-7：組織：一般雇用実現に取り

組む

Ⅱ-8

2015年度 前回調査



サービス
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Ⅲ-1：ｻｰﾋﾞｽ：社会保障に関する

個別相談

Ⅲ-2：ｻｰﾋﾞｽ：障害の開示

Ⅲ-3：ｻｰﾋﾞｽ：職業的アセスメント

Ⅲ-4：ｻｰﾋﾞｽ：迅速な求職活動

Ⅲ-5：ｻｰﾋﾞｽ：個別化された求職

活動

Ⅲ-6 ‐

Ⅲ-7 ‐

Ⅲ-8：ｻｰﾋﾞｽ：職場開拓の多様性

Ⅲ-9：ｻｰﾋﾞｽ：雇用主の多様性

Ⅲ-10：ｻｰﾋﾞｽ：一般雇用の割合

Ⅲ-11：ｻｰﾋﾞｽ：個別化された継

続支援

Ⅲ-12：ｻｰﾋﾞｽ：期限のない継続

支援

Ⅲ-13：ｻｰﾋﾞｽ：地域ベース

Ⅲ-14：ｻｰﾋﾞｽ：コンタクトが取れ

なくなった利用者へのアプ…

2014年度 前回調査



チームのストレングス

• 心地よい空間（お洒落）

• 利用者目線のサービス提供

• 密な情報共有

• 発信力

• 地域との連携

• 施設が多機能型である

• CMerが位置付いている

• 若いESが育っている

• 近くに魔女が住んでいる



IPSの視点から：
取り入れたらいいかもしれないこと

• スーパーバイズの実施体制


